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オスプレイの低空飛行訓練反対・配備撤回！
大阪安保・自治体キャラバンの実施要綱
安保破棄・諸要求貫徹大阪実行委員会
　＜若干の情勢と意義について＞
昨年9月9日、沖縄県民は10万3千人を集めた県民大会を開催し、「オスプレイ配備の反対と普天間基地の撤去」を決議しました。しかし、10月2日以降に沖縄普天間基地にオスプレイ12機が配備され、沖縄上空を飛行訓練してきました。我が物顔に沖縄での飛行訓練を行うことに、沖縄県民は怒りを沸騰させ、1月28日には沖縄41市町村首長・議会議長などが安倍首相に「建白書」を提出してきました。
3月6日からは、オスプレイ3機を岩国基地へ移駐させ、四国、和歌山のオレンジルートで低空・夜間訓練を行ってきました。今夏には、さらに12機が普天間基地に追加配備されることから見ても、今後オスプレイは全国いたるところで訓練されることが明らかです。
　大阪安保は、昨年秋に自治体要請と意見書採択運動を強めようとし、大阪府、大阪市に要請行動を行いました。大阪では吹田市議会がオスプレイ配備撤回の意見書を採択しているだけです。教訓として、①大阪では維新の会が自治体に首長や議員に進出し、議会の力関係が弱くなっていること。②地域安保の体制が事実上機能しておらず、有効な宣伝・署名運動など広範な大衆運動を形成できていないことです。
　今回の自治体キャラバンという中央安保の積極的提起に応え、大阪におけるタテ団体における機能を発揮して、自治体が住民のいのちと安心・安全を守る観点で、明確な態度を示すようすすめます。同時に、オスプレイ配備に対する国民的な運動を喚起することを追求します。
＜今回の中央安保の提起について＞
中央安保のアピール『オスプレイの全国での低空飛行訓練と追加配備を許さず日米両政府に配備撤回を求める大運動を全国各地で展開しよう』(3月8日)では、次の課題が具体化されて提起されています。
①「オスプレイの低空飛行訓練中止と配備撤回」の１点での共同行動を全国各地で広げましょう。
②各自治体の首長に「配備撤回」の態度表明を求め、同時に各自治体とともに、日米両政府に「配備撤回と低空飛行訓練中止を求める」議会意見書の採択をめざしましょう。
③3月から4月を、自治体への申し入れ、集中署名・宣伝、集会などをおこなう「各県キャラバン行動」期間として設定します。各地で行動を具体化しましょう。
④安保破棄中央実行委員会は、「オスプレイ飛行対策と各県キャラバン行動推進」をテーマに、東北、関東（静岡含む）、近畿・中国・四国(4月27日実施)、九州などのブロックごとに「交流集会」を3月から4月に開催することを呼びかけます。
「交流集会」の開催にあたっては、中央実行委員会加盟団体は、都道府県実行委員会加盟団体に協力を呼びかけ、成功のために全力をあげます。
⑤これらの運動を通じて、1点での立場を超えた共同をつくり、安保廃棄の世論を高めましょう。
＜オスプレイ低空飛行訓練反対・配備撤回大阪キャラバン実施要領＞
全体の流れは、フローチャートを見てください。なお、３・４月に行うのは、時間調整が困難なため大阪では４・５月とします。
１．府的団体での意思統一会議を３月１８日（月)に行いました。参加要請した団体は、日本共産党、大阪労連、大商連、新婦人、民医連、大阪自治労連、大教組、平和委員会です。
２. 自治体首長ならびに議会議長への交渉申し入れ
　首長に対する「オスプレイ低空飛行訓練・配備撤回に向けた要請書」と議会議長に対する「議会意見書採択への協力要請書」を大阪安保から3月25日～30日に送付します。要望に対する回答を得ることもすすめます。大阪安保のホームページに掲載していきます。
　４月上旬に、こちらの希望も含めて自治体ごとに首長との交渉日程の確認を行います。首長(担当課)との交渉を優先し、もし議会との交渉が出来れば、配置し、議会議長・副議長と会派への要請も行います。議会への要請行動は、各自治体単位で行ってください。その日程を「自治体キャラバン」として、グループ化する。
　なお、八尾市、和泉市は平和委員会が中心になり、独自に自治体要請を進めていますので、除外します。
３．各ブロックでの意思統一会議　　　　　　　　　　　　　（３月下旬～４月上旬）
４．各自治体単位での団体や交渉参加者の意思統一ならびに学習会の準備
　ブロック単位の会議が開催されなくても、交渉が決まった段階で、各自治体単位で団体・個人が集まって、事前の意思統一や学習を行う場を設定します。同時に、地域での宣伝・署名や集会などを企画します。　　　　　　　　　　　　　　　(４月上・中旬)
５．自治体での交渉では、首長（多くは担当課）との設定と同時に、その後の各会派への申し入れも進めることを考えた時間調整ですすめる。明確な回答がない場合、誰にいつまでに回答するかを確認して交渉を終えます。　　　　　　　　　　　(４月下旬～５月）
６．交渉報告を大阪安保にＦＡＸ送信してください。
＊なお自治体キャラバンのグループ化と日程概要については、別添自治体キャラバン表を参照のこと
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